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診  療  

 
 昨 年 の 放 射 線 科 部 の 診 療 状 況 は 、 診 断 部 門 で は 一 般 単 純 撮

影 件 数 、 骨 軟 部 関 係 は や や 減 少 し た が 、 乳 房 撮 影 は 引 き 続 き

増 加 傾 向 で あ っ た 。 来 院 患 者 の 疾 患 構 造 の 変 化 を 反 映 し て い

る と 思 わ れ る 。 C T 実 人 数 は こ の ３ 年 は ほ ぼ 横 ば い で あ る が 、

１ 件 当 た り の 撮 影 シ リ ー ズ 数 は 造 影 の 多 時 相 撮 影 化 な ど で 、

実 質 的 な 検 査 量 は 増 大 し 、 読 影 は t h i n  s l i c e を 含 め た モ ニ タ

に よ る ペ ー ジ ン グ 診 断 を 基 本 と し て い る 。 造 影 枠 を さ ら に 増

や し て 、 検 査 待 ち 期 間 の 短 縮 に も 努 力 し て い る 。 緊 急 検 査 数

も 変 わ ら ず に 1 0 件 ほ ど あ り 随 時 対 応 し て い る 。 M R I は 増 加

し 、 R I、 U S は 減 少 傾 向 で あ っ た 。 U S は 腹 部 が 主 体 と な っ て

い る が 、 頚 部 の 生 検 依 頼 も 継 続 的 に あ る 。 血 管 造 影 は 昨 年 も

肝 癌 を 中 心 と し た 治 療 が 同 等 に あ り 、 こ の 数 年 来 の 傾 向 は 変

化 し て い な い 。 消 化 管 検 査 は 、 上 部 消 化 管 造 影 が や や 減 少 傾

向 、 大 腸 検 査 は 数 年 で 変 わ ら な い 状 況 で あ っ た 。 非 血 管 I V R
と し て は 、 こ の ３ 年 は 1 0 0 件 程 度 の 生 検 を 行 っ て い る 。  

治 療 部 門 で は 、 機 器 更 新 時 を 除 い て 、 こ の 数 年 は 、 安 定 し

て 3 0 0 件 弱 の 新 規 患 者 様 を 治 療 し て お り 、 放 射 線 治 療 の 重 要

性 は 変 わ ら な い 。 対 象 疾 患 は 脳 腫 瘍 、 喉 頭 癌 な ど の 頭 頚 部 腫

瘍 、 乳 癌 、 肺 癌 、 食 道 癌 、 大 腸 癌 、 前 立 腺 癌 、 子 宮 癌 、 骨 軟

部 腫 瘍 、 白 血 病 、 皮 膚 癌 な ど 、 従 来 同 様 悪 性 腫 瘍 全 域 に わ た

っ て い る が 、 昨 年 も 乳 癌 、 肺 癌 、 食 道 癌 、 大 腸 癌 、 前 立 腺 癌

が 多 い 傾 向 は 変 わ ら な か っ た 。 患 者 は 近 隣 の 岡 崎 市 民 病 院 か

ら の 紹 介 が お よ そ 4 0％ 程 度 を 占 め て お り 、根 治 的 治 療 と 対 症

的 治 療 が 同 程 度 の 割 合 で あ る 。  
 

 
抱  負  

 
 今 年 は 透 視 装 置 、U S が 更 新 さ れ る 予 定 で 、フ ル オ ー ダ リ ン

グ シ ス テ ム も 導 入 さ れ 、 患 者 情 報 共 有 の 利 便 性 が さ ら に 高 ま
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る と 考 え ら れ る 。 オ ー ダ リ ン グ シ ス テ ム と 画 像 保 存 閲 覧 シ ス

テ ム（ PA C S）と の 連 携 も 念 頭 に お い て お り 、ま た 、最 近 は 他

院 か ら の 紹 介 患 者 様 が 持 参 す る C D な ど の D I C O M デ ー タ も

積 極 的 に サ ー バ に 取 り 込 み 、 患 者 様 の 過 去 検 査 歴 と し て 、 診

療 現 場 各 所 か ら 見 ら れ る よ う に し て お り 、 将 来 に わ た る 有 機

的 な 診 療 資 源 の 活 用 を 志 向 し て い る 。本 来 は 患 者 I D と し て 、

医 療 機 関 毎 で な く 、 統 一 さ れ た も の が 利 用 さ れ る べ き で あ る

が 、 今 後 の 全 国 的 な コ モ ン セ ン ス を 得 て 実 施 さ れ る 施 策 を 待

た な け れ ば な ら な い 。 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 理 、 PA C S の 速 度 の

向 上 と 安 全 性 、 電 子 カ ル テ 移 行 期 と し て の 準 備 を 念 頭 に お い

て シ ス テ ム 化 に 取 り 組 ん で い る 。 医 療 環 境 は 引 き 続 き 厳 し い

と 予 想 さ れ る が 、 進 化 お よ び 複 雑 化 す る 検 査 内 容 の 習 得 、 指

導 教 育 に も 力 点 を 置 い て 、 が ん セ ン タ ー と し て 地 域 が ん 診 療

の 拠 点 を 担 う 体 制 を 堅 持 、 発 展 さ せ て い く 責 務 を 果 た し た い

と 願 っ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   2 0 0 6 年 11 月 か ら 2 0 0 7 年 3 月 ま で 更 新 工 事 の た め 治 療 休 止  
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2 0 0 7 年 1 0 月 か ら 11 月 ま で M R I 及 び R I 更 新 工 事 の た め 休 止  
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